
#1 資料４

流域治⽔の⾃分事化に向けた取組



#2
水災害を自分事化し、流域治水に取り組む主体を増やす
総力戦の流域治水を目指して



#3
水災害を自分事化し、流域治水に取り組む主体を増やす
総力戦の流域治水を目指して



#4

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。
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⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

流域治⽔に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組状況

流域治水の広報

リスク情報等の提供

連携活動 教育活動

水災害対策の支援

計画策定

訓練活動

水防活動の支援

○ハザードマップ別冊リーフレット

の配布、公開型GIS

○流域治水に関する情報発信

○水害・土砂災害に強い地域づくり（出前講座：

約４０回、2000人、住民ワーキング等約60回）

○浸水想定区域、土砂災害計画区

域等を公表（滋賀県）

○総合的な防災マップの作成・配布、

洪水・土砂災害ハザードマップを

更新・配布（全市）

○内水浸水リスク情報（滋賀県公表、

６市で作成中）

○要支援者対応型の避難訓

練、ドローン利用災害支援

活動訓練 （米原市）

○水防活動拠点整備

（防災機能を備えた公

園整備：彦根市、竜王

町で実施中）

○危機管理型水位計・監視カ

メラを設置（県：水位計約

100箇所、カメラ約60箇所、

野洲市2箇所、高島市5箇所

増設）

○災害連携協定の締結（ドローン活用：長浜市、電

気自動車活用、運送車両提供：米原市）

淀川流域治水協議会 （琵琶湖分会）

○立地適正化計画の策定、運用、見直し

（8市町）

○要配慮者施設等の避難確保計画の作

成促進と避難の実効性確保（滋賀県）

○地区防災計画の作成支援（滋賀県）

○タイムラインの作成支援（滋賀県）

○水害履歴調査（4市、6

回、うち大学連携2回）

○不動産取引における水害リスクの

情報提供（滋賀県）

○河畔林の維持管理

イベント（滋賀県、

毎月）

○ビオトープ自然観

察会（年5回）

○防災士養成講座の開催（R5年度約3300人）

○しがマイタイムライン作成講

座、SNS等による情報発信 ○農村環境保全活動支援

（農地の多面的機能向上）

○気象防災ワークショップ（気象庁、全市）

○農地保全活動（13市町）

○ヨシ刈りイベント（大

津市６学区、野洲市

約100名、高島市約

250名）

○環境学習会（大津市、年４回）

○自治会等による河川維持

管理支援（15市町）

○防災出前講座（東近江市31回）

○防災マップの見方講座

（栗東市、高島市等）

○宅地嵩上げ浸水対策支援（滋賀県、甲賀市、米原市）

○ビワマス保全イベント

（野洲市、米原市）

○特定外来種除去イベ

ント（高島市60名）、ニ

ゴロフナ等産卵保全

（高島市50人）

○林業担い手研修

（東近江市3件）

○土のうステーション設置

（東近江市27箇所）

○土のう袋の配布（米原市

13自治体1820袋）

○重要水防区域の河川パト

ロール（東近江市）


